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私たちの理念

病院執行部体制 私たちのめざす医療

人と地球にやさしい、生命を慈しむ医療

１．患者中心の医療
生命の尊さにもとづき、患者や家族の権利を尊重し、
心のかよう医療を行います。

い の ち

２．共生の医療
地球環境にやさしい共生の医療をめざします。

３．高度で安全なチーム医療
安全性を確保し、高度で専門的なチーム医療の確立を
めざします。

４．地域と共に歩む医療
地域医療機関との連携を密にした、継続性のある医療を
行います。

５．優れた医療人の育成
教育機関として高水準の医療技術と思いやりを備えた医療人
の育成に努めます。
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新年のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。

昨年中は久留米大学病院に多大なるご厚情を賜りましたこと

を心より御礼申し上げます。医療連携センターは地域医療機関

との連携充実、円滑化に取り組んでまいりました。

昨年は総合診療棟に「休憩コーナー」を新設し、飲み物の自動

販売機や様々な情報資料を揃えたリーフレットラック「健康の

泉」を傍らに設置しました。また、各診療科紹介DVDを作成し、

待ち時間などに見て頂けるようになっています。紹介予約セン

ターでは従来からのFAXや医療機関からの電話予約に加え、昨

年５月以降紹介状をもつ患者さんからの電話予約を開始しました。この取り組みは現在10診療

科に限定して行っていますが、今後より多くの診療科で様々な紹介方法に対応できるよう更なる

改善に努めてまいります。

今後も皆さまの貴重なご意見を基に、より良い地域医療連携を構築するため頑張ってまいる所

存ですので、ご指導・ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

本年が皆さまにとりまして良き年になられますことをお祈り申し上げます。

平成31年１月

医療連携センター長

渡邊 浩



ダヴィンチを使用した胃癌手術について

外科学講座 助教 磯邉 太郎

胃癌の罹患率は年々減少傾向にあるとはいえ、わが国では未だに２番目に多い癌種であり、

年間13万人の方が罹患され、４万７千人の方がお亡くなりになられております。

この10年間で腹腔鏡を用いた胃切除術が広く普及しました。開腹手術と比べ出血量が少な

く、傷も小さいため痛みも少なく、早期の離床・早期の社会復帰が可能です。また、整容性に

も優れております。しかし、関節機能がない長い鉗子操作による手振れや角度などの限界点

があり、技術的には難易度が高く習熟に時間を要します。今回ご紹介するロボット支援下胃

切除術は、これまでの腹腔鏡下手術の利点をさらに向上させうる次世代の医療技術です。

手術支援ロボット、「daVinci」を使用する主なメリットとして、①人の関節以上の可動域

を持つ多関節機構、②高解像度３Ｄ画像、③鉗子の震えをコンピューターで除去する

Filtering機能などが挙げられます。daVinciを用いることで、外科医は自然な奥行き感が得

られる立体的な画像を見ながら、手ブレ防止機能と自由に曲がる多関節鉗子を操って、複雑

で細やかな動きをすることができ、より繊細で安全性の高い治療が期待されています。実際

に厚生労働省管理下で実施された臨床試験において「Grade III以上の術後腹腔内合併症」が

腹腔鏡下手術よりもロボット支援下手術で少ないことが明らかになり、2018年４月に保険収

載となりました。

当院におきましては、2016年６月より泌尿器科において前立腺癌・腎癌のロボット支援手術が

開始されすでに150例以上の実績を積んでおり、麻酔科医師・看護師・臨床工学士を含めたda

Vinciチームは豊富な経験を有しておりま

す。また、当科では2018年２月よりロボット

支援下胃切除術を開始しました。同年10月

末時点で10例に当術式を施行し施設認定を

取得しました。また、2018年中には直腸癌、

肺癌、子宮癌に対するロボット支援手術も

予定されており、筑後地区における癌治療

に大きく貢献できることが期待されます。

TOPICS１

手術風景

da Vinci Xi surgical system

膵上縁リンパ節郭清



ウイルス性肝炎治療の進歩

内科学講座（消化器内科部門） 准教授 井出 達也

Ｂ型、Ｃ型肝炎の治療は近年劇的に進歩しています。Ｃ型肝炎では、2014年に本邦初の直

接作用型抗ウイルス剤（DAA：Direct Acting Antivirals）の内服薬が承認され、多くの

DAAが承認されました。最新のDAAは、安全性が高く、短い期間（現在は最短８週間）で高

い効果が得られ、ほぼ100％の著効率です。透析例や心疾患例、膠原病などの合併症をかかえ

る患者でも治療は容易です。Ｃ型肝炎患者は高齢化していますが、高齢者では肝硬変まで進

展する前に発癌する例や肝機能が正常の例からも発癌例があり注意が必要です。肝癌へ進展

してからでは、DAAで治療しても癌の再発は抑制し難く、早期の治療が必要です。一方、Ｂ

型肝炎は核酸アナログ製剤（内服薬）の質が向上し、内服を続ける必要はありますが、ウイル

スのコントロールは容易になりました。このように治療が容易になったいまこそ、すべての

患者さんがその恩恵を受けることができるよう様々な対策が盛んに行われています。私共も

地域の先生方と連携し診療を促進したいと考えております。消化器病センターでは毎日肝炎

の専門家が診療しておりますので、いつでもご相談、ご紹介いただければと存じます。

TOPICS２

本院は、平成23年11月15日に福岡県認知症医療センターの指定を受けており、認知症の診断・治

療のみならず、地域における医療と介護のネットワーク推進や啓発活動に取り組んでいます。その

一環として、地域の医療機関や介護施設、行政機関、地域包括支援センター職員等を対象に、認知

症事例検討会や研修会等を開催しております。詳細や申し込み方法は、久留米大学病院福岡県認知

症医療センターのホームページに随時掲載しておりますので、そちらもご覧ください。

認知症医療センター研修会のご案内

平成31年２月２日㈯ 【地域住民向け】

福岡県地域住民・家族介護者向け認知症公開講座

会場：石橋文化センター共同ホール
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（編集・発行）久留米大学病院医療連携センター
電話　0942-31-7637　　E-mail　renkei@kurume-u.ac.jp

医療機関の先生方、医療連携ご担当の皆様におかれましては、いつも紹介予約センターをご利用い

ただき、お礼申し上げます。

平成30年５月７日から、紹介予約センターでは患者さんからの直接電話予約を開始いたしました。

随時、直接電話予約可能な診療科の拡大をおこなってまいります。今後とも紹介予約センターをご

利用いただきますようよろしくお願いいたします。

【患者さんからの直接電話予約 実施診療科（全10科）】

泌尿器科、歯科口腔医療センター、脳神経内科（内科総合外来）、腎臓内科（内科総合外来）

膠原病（内科総合外来）、緩和ケアセンター、内分泌・糖尿病センター（内科総合外来）、

呼吸器病センター、乳腺外科・一般外科、小児外科

※医療機関の先生方、医療連携ご担当様からの電話・FAXによる従来のご予約方法は変わりません。

※詳細なご予約方法につきましては、当院より発行いたしております「久留米大学病院 外来担当

医・専門領域一覧表」や久留米大学ホームページ（http.//www.hosp.kurume-u.ac.jp）→医

療機関の方へ→患者さんのご紹介のページをご覧ください。

※患者さんからの直接電話予約決定後、受診予約決定通知書を紹介元医療機関へお送りいたしま

す。スムーズな受診につなげるため、診療情報提供書を事前にご提供いただきますようご協力

をお願いします。

ご注意ください‼

紹介予約センターでは、再来予約（各科受付）およびセカンドオピニオン（0942-31-7903）予約を

除く「初診患者さんの予約」をおこなっております。

紹介予約センター『患者さんからの直接電話予約』のお知らせ

(お問い合わせ先）

久留米大学病院 紹介予約センター

電話：0800-200-4897（フリーダイアル）

0942-27-5673（携帯・PHS）

受付時間：月∼金曜日 ８：30∼18：00

土曜日 ８：30∼14：00



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


